
     令 和 4年 度 決 算 認 定 に 対 す る 附 帯 決 議  

 

令和 4 年度の決算認定に当たり、市民福祉の向上につながるよう下

記の事項に配慮した取組を要望する。  

 

記  

 

1 認定第 1 号  令和 4 年度浜田市一般会計歳入歳出決算認定について  

（ 1）人件費及び人員配置の適正化について  

人件費の抑制は図られているが、会計年度任用職員を含めた職員

総数は増加傾向にある。機能的な組織体制の構築及びデジタル化並

びに AI の活用による業務効率化も推進し、引き続き業務の適正な

遂行及び人件費の抑制を両立し、人員配置の適正化に努められたい。 

（ 2）的確な目標設定を踏まえた事業推進について  

的確な事業目標を設定し、事業遂行後の検証結果を明らかにし、

既存事業に固執することなく、期待する効果を得ることのできる事

業実施に努められたい。  

また、各事業の政策上の位置付けを明確にし、目標を達成するた

めに、前年の予算執行を十分精査し、執行率も踏まえた予算措置を

行い、事業推進及び健全な財政運営に取り組まれたい。  

 

2 認定第 8 号  令和 4 年度浜田市水道事業会計決算認定について、

認定第 9 号  令和 4 年度浜田市工業用水道事業会計決算認定につ

いて及び認定第 10 号  令和 4 年度浜田市公共下水道事業会計決算

認定について  

（ 1）経営改善について  

公営企業会計の独立採算や受益者負担の原則を踏まえ、上下水道

事業全般において適正かつ安定的な事業実施となるよう努められ

たい。  

 

以上、決議する。  

 

令和 5 年 9 月 28 日  

浜  田  市  議  会  


